
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 

デ 

ー 

タ 

分 

析 

表 

 

総 

合 

評 

価 

 乳児の養護を土台とした教育・保育を意識する取り組みが多く、評価も高くな

っている。今後も課題を意識しながら継続していきたい。幼児に関しては、様々

なプロジェクトに取り組み、それぞれに成長した姿が見られた。今後は、子ども

の主体性を意識し、活動の展開を見据えた環境づくりに取り組みたい。 

 また、全章を通してそれぞれの取り組みは充実してきているものの職員による

意識差、地域、関係機関との連携や協働が大きな課題となっているため、次年度

の重点目標として取り組んでいきたい。 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

意欲ある職場環境 

定期的な個別面接や、会議等で職員に意見を求めるなど、意欲

ある職場環境づくりの推進 

・担当部署、係り等、少人数での会議を計画的に実施する 

・職員間で教育・保育を語る場を持つ 

地域への見える化・

見せる化 

地域に対して法人・施設情報の提供やサービス内容の説明、開

かれた（情報開示・提供・公表）仕組みづくりの推進等、地域

とのコミュニケーションの強化 

・児童館や地域に於ける事業の取り組みに参加する 

地域との連携 

地域における社会問題や地域の課題等の解決に向け、民生・児

童委員や自治会、地域団体等との定期的な連携及び具体的な取

り組みの実践 

・のばら学園との定期的な交流の中で、連携を深める 

・地域や児童館の事業に向けた取り組みに、参画する 

 


